
 

 

人材育成 

 

⑦国立大学法人山梨大学 

「ワイン人材生涯養成拠点」（2013 年優秀賞） 

 

受賞理由：地方の国立大学が中心に産学官が連携し、地域の特産品を製造する人材の育成を、国

内だけでなくグローバルスタンダードの視点で実施している非常に優れた事業である点が高く

評価された。 

(実施者) 

国立大学法人山梨大学 

（事業の背景及び経緯） 

山梨大学、山梨県、地域ワイナリーのパートナーシップに基づいて、ワイン人材を生涯にわたっ

て養成する拠点を構築する。拠点の授業・実習等でワイン科学を学び、その知識・技術をワイン

製造に利用することにより、地域ワイン産業の技術力を世界水準へと向上させ、地域ワインブラ

ンドの確立とグローバルスタンダード化を実現することを目的としている。 

 (事業内容) 

１．地域ワイン産業技術力の向上と地域ブランドの確立 

山梨県内には約 80 社（全国で 200 社）のワイナリーがあり、全国１の規模でワイン製造を行っ

ている。優良ワインを製造する企業が存在する一方で、技術者のワイン製造に対する科学的理解

が乏しく、低品質のワインしか製造できないワイナリーも多い。このため、本拠点では、ワイン

産業を科学的に理解することで、山梨県内のワイン産業の全体的な技術的底上げを意図した技術

者養成プログラムを作成した。すなわち、ブドウ栽培、ワイン製造、品質管理、ワイナリー経営、

各種法規、山梨県に特有の「甲州種ブドウ」などに関する授業・実習を年間 120 時間以上実施し

た。ワイン科学の理論の学習のためにボルドー大学などを含む国内外の大学教員を、また具体的

な技術を学ぶためにワイナリー等のトップ技術者を、関連法規の専門家として官公庁職員などを

講師として採用し、実効性の高い教育に努めた。また、今後の活躍が期待できる人材として修士

課程学生コース（修士ワイン科学コース）と、ワイナリー技術者を対象とした社会人向けのコー

ス（ワイン技術者再教育コース）の２つを設定した。受講者以外の技術者に対しても公開講演会

などを開催し、山梨大学を中心とした「知」の拠点づくりを行った。さらに、世界レベルの試験

により技術力を認定する「山梨大学ワイン科学士」制度を制定した。一方、山梨県のワインがブ

ランドとして世界的に育っていくためには、技術的レベルアップだけでなく、世界のワインの中

での山梨ワインの方向性について意思統一が必要であり、ワイン産業内でのネットワークづくり

が重要である。そこで、受講者間の交流会を積極的に行い、技術者同士の横の繋がりを築いてき

た。また、受講者以外の技術者の勉強会などを山梨大学が積極的にサポートし、技術者同士の交

流・情報交換ができるような体制を作ってきた。 

２. グローバルスタンダード化の実現 

ワインはグローバルな飲料であり、世界的な製造・評価基準のもとで製造することが要求され

る。このため、ワインの先進国であるフランス、アメリカ、オーストラリアなどから、ワイン教



 

 

育やワイン研究に関わっているエキスパートを講師とした授業・講演会を毎年開催し、グローバ

ルなワインの知識・評価方法を体得できるように配慮した。さらに、修士課程の学生に対して、

オーストラリアへの短期留学を課し、現地での授業や就業体験を通して、地球規模でのワイン生

産について学ぶチャンスを提供してきた。 

(成果) 

（地域ワイン産業技術力の向上と地域ワインブランドの確立） 

平成 19 年度に、修士ワイン科学コース及びワイン技術者再教育コースを開設し、これまでに、修

士ワイン科学コース 9名、ワイン技術者再教育コースは 40 名を受け入れ、何れも定員数を上回る

実績となった。受講生のレベルは、すでにかなりの知識を持った者から、文系出身者でワイン製

造に関する科学的知識に乏しいものまで様々であったが、基礎的な項目から、最新の研究事例ま

で多くの知見を提供した。多くのレポートの提出を課すため、受講生はかなりの負担を強いられ

るが、とても勉強になったとの声が多く聞かれた。さらに、受講生を派遣するワイナリーの経営

者からも、永続的な事業の継続を希望するとの賛辞が寄せられている。また、資格認定制度の導

入により、（準）ワイン科学士 42 名を輩出した。修了生の多くは、山梨県が主催する国産ワイン

コンクールで金賞(２０１２年では全３４本のうち１７本）を始め、多くの入賞を果たし、技術力

の底上げは着実に浸透している。受講生は、互いに交流し、自主的な勉強会などを積極的行って

いる。これらのネットワーク作りは、山梨県のワイン産業をまとめる上で、重要な活動になって

いると考えられる。実際、山梨県やワイナリーが一丸となり、山梨県産ワインの輸出に向けての

取り組みが行われ（KOJ プロジェクト）、2010 年より、欧州に向けての輸出が開始されている。

また、「和食に合う甲州種ワイン」という新たなワイン販売戦略が生まれ、地域ブランド作りに

対する取り組みは着実に成果を上げている。 

 



 

 

【受賞後の取組について】 

 

平成 25 年の人材養成拠点の受賞以降もプログラムは着実に遂行され、平成 26 年度には 14 名の

修了者を輩出した。また平成27年度からは大学院での社会人学び直しを推進する文部科学省の事業

に採択され、ワイン人材育成プログラムである「ワイン・フロンティアリーダー養成プログラム」が 2 年の

予定で開講された。これに伴い人材養成拠点プログラムは新プログラムに移行された。現在までに平

成27年度の修了者は10名で、平成28年度の受講者は4名（開講中）である。ワイン・フロンティアリー

ダー養成プログラムはこれまでのワイン人材養成拠点の内容を基盤にして、さらに日本ワインのグ

ローバルスタンダード化を大きく推進するような質の高いカリキュラムを新規に取り入れ、これからの日

本ワインの未来を牽引する技術者を育成し国際競争力を有した高品質ワインを製造できるワイナリー

を日本各地に養成することを目的にしている。具体的には基礎ワインブランド学に関連する 15 時間の

学習項目を新設し、デザインやブランディング及びプロモーションの方法を学ぶ、より実践的な講義を

取り入れた。 

また、平成 25 年 7 月 16 日ブドウ産地山梨は、国税庁より酒類の地理的表示「山梨」に指定された。

これを受けて県産ワインのさらなる高付加価値化を目論み、甲州ブドウの歴史や栽培方法及びその特

徴を生かしたワイン醸造法やブランド戦略などを学ぶ具体的な講義も行われるようになった。 

この結果、単にワイン用ブドウの栽培や醸造を学ぶばかりではなく、より高品質な商品をデザインし

販売していく力を養い、ブランド力や経営力の向上に寄与したものと思われる。さらにソムリエなどワイ

ンに関係する醸造方面以外の講師の話を聞くことで、普段とは違う角度からワイン産業を考える機会

を持つことになり、消費者の立場を意識しながらのワイン造りが出来るようになったと考える。 

また希望者によるアデレード研修を行い、世界屈指のワイン銘醸地であるオーストラリアのワイン醸

造を肌で感じワイン造りを体験する中で生産者と直接コミニュケーションできる機会を設定した。またワ

イン分析機関を見学し、世界基準の品質管理を学ぶ機会を得た。このことにより国際競争力やワイン

のグローバルスタンダード化に目を向けた醸造家を育成することに貢献できたと考えている。 

 この取り組みは、文部科学省の職業実践力養成プログラム(Brush up program for professional BP)

にも認定された。このことはプログラムのカリキュラムが社会人の就労に必要な能力向上を図る機会

の拡大に寄与すると認定された事であり、受講を修了した多くの受講生が今後ますます日本ワインの

発展のために貢献していくと考えられる。 

 


